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幸手市
さっ　て　 し桜と
宿場のまち

幸手

観光マップ

日光街道をめぐる

天神島城趾
幸手一色氏の支城跡�
で、�この付近は現在でも��
「御前屋敷」などと

呼ばれる。

熊野神社熊野神社
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本
ほんいんぼう

因坊三代を輩出
幸手は、天神島出身の第八世伯元（1726-
1754 ）、平須賀出身の第九世察元（1733-
1788）、上吉羽出身の第十世烈元（1750-
1808）と、三代に亘り本因坊を輩出して
おり、碁界の頂点である本因坊が同じ地域
から誕生しているのは他に類を見ない。 
なお、伯元の墓石は天神島の共同墓地、
察元の墓石は平須賀外郷内の共同墓地、
烈元の墓石は上吉羽の個人墓地内にある。

（市指定文化財）

権現堂の名の由来
権現堂堤 、権現堂川に共通する

「権現堂」という名は、北３丁目に
鎮座する熊野神社に由来する。 

「新編武蔵風土記稿」によれば、
「村内に熊野、若宮、白山の
権現を合祀せし旧社あれば、
此村名起れり」と記されており、
三社に因み名付けられたことが
わかる。

伯
元
の
墓
石

◀

察
元
の
墓
石

◀

烈
元
の
墓
石

◀

商工会の推奨品店（お土産）

銀
ぎ ん な ん

杏地蔵 /
臨川庵の境内には、樹齢 4-500 年といわれる
大銀杏があり、その胎内に地蔵が刻まれてい
る。子育て地蔵尊ともいわれ、子宝に恵まれ
ない人などからの信仰を集める。

1 臨川庵

権現堂河
か し

岸跡
江戸期には年貢米の津出し河岸
として重要な物流拠点であった
が、大正期の利根川改修により
その機能を失った。いまではか
つて船頭の信仰を集めた水神社
が祀られる。

5

16
1554( 天文 23) 年、幸手城主一色直俊が管領
上杉氏と争い落城した際、直俊の妻・吉野の
前と乳母・安の戸が関宿城に落ち延びようと
していたが、吉野は落命、乳母は自害した。
この二社は二人の霊を鎮めるために建立され
たという。

吉
よ し の

野神社 / 姥
う ば

神社

18
権現堂村の地名発祥の
神社。幸手の絵師・鈴木
国信作の権現堂堤修復
絵馬（市指定文化財）が
奉納されている。

熊
く ま の

野神社

春
1km余も続く桜のトンネル
と菜の花の黄色い絨毯の
コントラストが絶景。

桜 まつり 高須賀の大杉神社では、毎年７月の第一日曜
の祭礼で「大杉ばやし」（あんばばやし）という
囃子が演じられる。（市指定文化財）

千塚地区の千塚神社、松石地区の香取神社
では、それぞれ毎年７月中旬に獅子舞が奉納
される。（市指定文化財）

ささら獅
し し ま い

子舞/

僧侶・清保善士が祀られ
るお堂。耳病にご利益が
あるとされ、快癒のお礼
に「錐」を奉納する。

清
せ い ほ ど う

保堂19

大杉ばやし / 高須賀大杉神社 

千塚神社
松石香取神社

夏
多種多様に咲き誇る紫陽
花。なかでも純白のアナ
ベルは見事。

あじさいまつり
冬
凜と咲く白い可憐な花が
寒い冬の権現堂堤の斜面
を彩る。

水仙まつり
秋
秋の権現堂堤を、真っ赤
な曼珠沙華が鮮やかに染
め上げる。

曼
まんじゅしゃげ

珠沙華まつり

マリア地蔵
赤子を抱く地蔵尊で、「イメス智言」の文字、
錫丈上部に刻まれた十字架などから、隠れ
キリシタンの信仰対象と考えられている。 

（市指定文化財）

2

行
み ゆ き

幸堤
づつみ

之
の ひ

碑
1877（明治 10）年に建碑。新堤造成の経緯と、
明治天皇行幸に因み「行幸堤」と名付ける
ことを許された経緯などが書かれている。
題額は岩倉具視。

9

順礼の碑
人柱となった順礼母娘の供養碑。順礼親子図
の作者は、東京美術学校で教鞭を執り、東
山魁夷などを育てたと知られる画家の結城
素明（そめい）。（市指定文化財）

6

順礼樋管　は1933（昭和８）年竣工。新圦　は
1902（明治25）年の築造ののち、1905（明治38）
年に深谷製の煉瓦造りに改築された。ともに
近代化を支えた権現堂川用水の取水水門で、土
木学会選奨土木遺産に認定されている。

8

権現堂堤は、利根川の本流または支流で
あった権現堂川の氾濫から江戸を護るため、
1576（天正４）年頃に築かれ、「御府内御囲堤」
とも呼ばれた。明治期には新堤が築かれ、
明治天皇が閲覧されるなどの由緒を持つ。 
しかし利根川改修によって堤の重要性が薄
まったのち、明治帝の縁の聖蹟であるこの堤
を後世に伝えようと桜の植樹が始まり、観桜
地として名声を博すようになった。

権
ご ん げ ん ど う が わ

現堂川用
よ う す い

水樋
ひ

管
か ん ぐ ん

群7
7 8

将
ま さ か ど

門首塚 /
愛馬が運んできた将門の首が葬られている
と言われる。また付近には、将門の血が赤
く木を染めたことに因む「赤木」という地名
が残る。（市指定文化財）

通光山浄誓寺3

世界に４橋しかない 
「２径間連続自 碇式 」吊橋。

  1949( 昭和 24）年竣工の吉田 
中学校の旧校舎を利用した、 
木造平屋の懐かしい展示施設。
民具や歴史資料を展示している。 
　　　　　　　（※要事前予約）

神扇池は、気軽にへら鮒釣りが
楽しめ、しかも水面積 38.551㎡
の本格的ハイグレード釣場。

県政120 周年を記念し、 
噴き上げ高が120フィート

（36.6m）となる大噴水。

外
そ と の

野橋

民具資料館

神
かみおうぎいけ

扇 池
0480-48-2604

権
ごんげんどう

現堂大
だいふんすい

噴水
（スカイウォーター 120）

17
天神島城の一角に位置し 、一色五天神のひとつ。
隣接する満福寺はかつて天神神社の別当寺。

天
て ん じ ん

神神社 /　 荏柄山満福寺

”百
ひ ゃ っ か り ょ う ら ん

花繚乱”権
ご ん げ ん ど う

現堂桜
さくら

堤
つつみ

幸手を代表する景勝地である権
現堂桜堤。1,000 本超を数える
桜並木は関東有数の桜の名所で
あることはもちろん、春夏秋冬
それぞれの季節に堤を彩る艶や
かな花々はまさに ” 百花繚乱 ”
に相応しい。（市指定文化財名勝）

15

雷権太夫の生地・下吉羽の香
取神社には、雷権太夫が寄進
した石造の鳥居（再建）がある。

下
し も よ し ば か と り

吉羽香取神社/
 雷権太夫の鳥居

幸手市教育委員会 社会教育課 
0480-47-2521

琵
び わ

琶溜
だ め い

井
1660（万治 3 年）、幸手用水整
備の際に設けられた分水施設。
中郷用水路、南側用水路に分水
し、また一時期は　西用水路の
上流として県南地域広くに灌漑
用水を送水していた。

4

発　　行：幸手市建設経済部商工観光課
　　　　　〒 340-0192　埼玉県幸手市東 4-6-8
　　　　　TEL : 0480-43-1111 
協　　力：幸手市商工会

※この事業は、埼玉県ふるさと創造資金の補助を受けています。
※この地図の作成にあたっては、国土地理院庁の承認を得て同院発行の基盤地図情報を使用して
　います。（承認番号  平 26 情使、 第 785 号）
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。
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光
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憩
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幸
さ っ て

手市へ
ようこそ

幸手の市名に因み “ 幸せの手 ”
をキーワードとして、( 一社 ) 幸
手青年会議所では、市民に感
動や 幸 せ を 与 え て く れ た 人
を 投 票で選び、その人の手形
をモニュメントにして市役所、
東さくら通りに展示している。

歴史を感じさせる家並み

幸手宿の面影を残す大通りに

は、かつて道の両側にびっし

りと商家が軒を連ねていた。

いまでもそうした見応えあ

る古民家、蔵などが多く遺っ

ている。この地図を片手に

古民家を巡り、往時の繁栄

を偲んでみよう。

“幸せを手にするまち”幸手

profile

橘守部は「天保の国学四
し う し

大人」と称された江戸
後期の国学者。「待

たいもんざっき

問雑記」をはじめとする多く
の著書を遺し、数多くの門人を育てたとされる。
29 歳で内

う ち ご う ま

国府間村に居を構えて以来、20 年を
幸手で過ごしており、その住居跡がある幸手桜高
校の一角には「橘守部翁遺蹟碑」（市指定文化財）
が建てられている。幸手桜高・幸手中・幸手西中
の校章に「たちばな」をあしらい守部の偉業を
称えている。(1781 ～ 1849)

国
学
史
上
の
異
才

中野三允は幸手出身の俳人で、薬剤師として薬
局を営む傍ら、正岡子規に師事し早稲田俳句会
を創設。「ホトヽギス」の選者を務め、埼玉初
となる俳誌「アラレ」を創刊し、埼玉俳壇の発
展に寄与した。ほかにも幸手の俳句会「若草会」
の選者として地元俳句会の発展にも寄与したほ
か、崇拝する師・正岡子規の旧居「子規庵」の
再生にも貢献した。

(1879 ～ 1955)

埼
玉
俳
壇
発
展
に
寄
与

心学者・鈴木百淵は上高野村の光福院（廃寺）
に「文中堂」という寺子屋を開き、「幼

ようどうべんもう

童便蒙」
「元

げんげんあなさがし

原本尋」などの著書を記すほか、約 20 年か
けて「大般若波羅蜜多経」600巻（祥安寺所蔵・
市指定文化財）の書写を成し遂げた。上高野神社
の「大般若経六百巻書写供養塔」、下川崎安楽院 

「百淵夫妻供養塔」のほか、光福院のあった 現・
大
だ い あ じ な か

阿寺仲墓地に百淵夫妻の墓石が今も残る。(1710 ～没年不詳 )

写
経
に
捧
げ
た
心
学
者

雷権太夫は本名・金
かねこくめぞう

子粂蔵といい、下
しもよしば

吉羽村
の生まれの力士。1811（文化 8 ）年の引退後、
1838（天保 9）年に大名跡「雷」を襲名。七代目
雷権太夫となり、「筆

ふでがしら

頭」( 現在の相撲協会理事長
に相当 ) として13 年間に亘り角界で絶大な勢力
を誇った。1845（弘化２）年に、勧進元として
権現堂村の若宮権現社修復相撲興行を開催して
いる。( 生年不詳～ 1858)

近
世
角
界
の
覇
者

金子竹香は儒学者、能書家、蔵書家として知られ、
「外

が い い き

夷奇事
じ へ ん

編」や「竹
ちくこうさんじん

香山人異
い ぶ ん き

聞記」などを著す
一方、裏町天神ののぼり、平野の観音様の扁額、
上吉羽の金子家墓地の供養塔など数多くの書を
残している。聖福寺には、竹香の死を悼んだ有
志により建立された、亀

か め だ

田綾
りょうらい

瀬の撰文・書による
金子竹香顕彰碑がある。

(1785? ～ 1847)

「
博
識
」
に
し
て
「
多
才
」

惣新田村に生まれる。諱
いみな

は奇良。剣術だけでな
く薙

なぎなた

刀、居
い あ い

合、棒
ぼうじゅつ

術、杖
じょうじゅつ

術などの武芸のほか、
柔
じゅうじゅつ

術も習得し、脛
すね

を切ることを最大の特徴とす
る実戦的な剣術を考案。雪に折れ難い柳にちなみ

「柳
りゅうごうりゅう

剛流」と称し開祖となった。江戸の神田お玉
が池に道場を構え、全国に多くの門弟を擁した。

(1765 ～ 1826)

「
柔
よ
く
剛
を
制
す
」

権
現
堂
堤
の

市外局番
0480

幸
手
市

広
域
図

順礼母娘の悲劇
1802（享和２）年、権現堂堤が決壊し、幸手のまちを大洪水
が襲った。その濁流は凄まじく、土手の修繕は困難を極めた。
そうしたなか、通りかかった順礼の母娘が川に身を投げ
人柱となったところ水が治まり土手の修復がかなった
という悲しい物語が伝えられている。

４月上旬 ６月中旬 ９月下旬 ２月上旬

幸手市マスコットキャラクター
「さっちゃん」

幸
手
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
さ
っ
ち
ゃ
ん
」

権
現
堂
堤
の

見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の

幸
手
に
出
か
け
よ
う
！

※ S-1〜S-21、H-1〜H-2は「詳細図 -1」　
　S-22〜S-24は「広域図」をご覧ください。

※推奨品の詳しい情報はこちらから

杉
戸
高
野
台

幸
　
手

東武スカイツリー
ライン

東
武
パ

ク
ラ
イ
ン

浮世絵 ”日光道中幸手”
安藤広重の作と伝えられる浮世絵。
描いた場所は定かではないが、画
中の山麓が筑波山だとすると、上
高野方面から北方を臨み描かれた
ものと考えられ、幸手宿の家並み
を見ることができる。

▲昭和 30 年頃の家並み

▲埼玉県立歴史と民俗の博物館所蔵

S-23
さくらの里 
野菜の駅 42-1417

特大塩あんびん

S-24 浜田商店 48-1137
国産あいがもS-1 石井酒造 (株) 42-1120

地酒（初緑・豊明）

S-2 中村製麺所 42-1107
生うどん・生そば

S-3 前田食品(株) 42-1226
乾麺・小麦粉

S-4 和菓子の 
早稲田屋 44-1011

羊羹・さくら饅頭

S-6
手作りパン工房 
プルミエール 43-7744

桜あんぱん

S-15 水屋製麺 42-0259
麺類・干麺

S-16 小山屋酒店 42-0309
幸手天美録（酒）

S-17 伏見屋 42-1811
地酒（白目桜）

S-18 石巻商店 42-0426
桜大福・塩あんびん

S-7 ならいち 42-1231
桜の文具

S-8 大久保葬祭 42-0062
四季の花線香

S-9 野口製麺所 42-0473
麺類

S-13 中山商店 42-1613
せんべい

S-11 桜製菓 42-1605
せんべい

S-10 アビン美容室 42-1941
髪飾り

S-12 倉繁ふとん店 42-0261
お昼寝まくら

S-14 斉藤長吉商店 42-0165
豆富・惣菜

幸手の宿泊施設

H-1旅館あさよろず 0480-42-0004
旅 館

H-2
ホテル
グリーンコア 0120-42-5489

ホテルS-19 石太菓子店 42-0052
塩がま・幸手最中

S-20 印田商店　 42-0046
こんにゃく・かき氷

S-21
JA埼玉みずほ農産物直売所

さくらファーム 44-9559
農産物・食品

S-22 エルドベーレ 43-6692
酒粕スイーツ

S-5 柳の会（商工会） 43-3830
土 鈴


